
(2022年9月３日付しんぶん赤旗)

公金
W

(_大阪カジノ夢洲C

土
壌
対
策
7
9
0
億
円
怒
り
呼
ぶ

　
大
阪
カ
ジ
ノ
を
め
ぐ
り
約
７
９
０
億
円
も
あ
れ

ば
、
維
新
政
治
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
施
策
の

多
く
も
復
活
で
き
る
の
に
と
怒
り
を
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
　
の
公
金
を
支
出
す
る
こ
と
を

は
、
維
新
の
大
阪
府
・
大
阪
　
大
阪
市
は
決
め
ま
し
た
。
松

市
政
が
誘
致
し
よ
う
と
し
て
　
井
一
郎
大
阪
市
長
は
「
カ
ジ

い
る
カ
ジ
ノ
を
中
核
と
す
る
　
ノ
に
は
一
切
税
金
は
使
い
ま

Ｗ
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維新が切り捨てた施策復活できるのに

,Ｊ』

く
、
市
民
の
た
め
に
使
っ
た
　
大
阪
市
の
す
べ
て
の
小
中
学

ら
、
ど
ん
な
施
策
が
で
き
る
　
校
で
3
0
入
学
級
を
実
施
し
た

の
か
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
、
教
員
は
約
１
２
０
０

　
日
本
共
産
党
の
井
上
浩
大
　
入
の
増
員
が
必
要
で
す
。
こ

阪
市
議
は
、
次
の
よ
う
な
例
　
れ
に
必
要
な
予
算
は
約
１
０

を
示
し
て
告
発
し
て
い
ま
　
１
億
円
で
す
。

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
保
育
園
の
低
年
齢
児
に

　
上
印
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
　
対
す
る
保
育
士
基
準
を
６
対

し
て
い
る
介
護
保
険
料
は
、
　
１
か
ら
、
改
悪
前
の
５
対
１

現
在
８
期
（
２
０
２
１
年
度
　
に
戻
す
に
は
約
4
3
億
円
。

か
ら
2
3
年
度
）
で
、
月
額
基
　
　
－
高
齢
者
世
帯
へ
の
上
下

準
が
８
０
９
４
円
。
全
国
の
　
水
道
料
金
減
免
制
度
（
基
本

市
の
な
か
で
最
も
高
額
な
保
　
料
金
無
料
）
の
復
活
は
約
4
0

険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
　
億
円
で
で
き
ま
す
。

れ
を
せ
め
て
第
６
期
（
1
5
年
　
　
「
維
新
の
『
市
政
改
革
プ

度
か
ら
1
7
年
度
』
の
月
額
基
　
ラ
ン
』
に
よ
っ
て
、
冷
た
く

準
額
６
７
５
８
円
の
水
準
に
　
切
り
捨
て
ら
れ
た
施
策
も
、

引
き
下
げ
る
に
は
約
9
7
億
円
　
数
多
く
元
に
戻
す
こ
と
が
で

で
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。
思
い
つ
い
た
施
策

　
－
国
民
健
康
保
険
料
は
、
だ
け
あ
げ
て
み
ま
し
た
が
、

維
新
市
政
の
通
算
‥
1
1
年
間
で
　
全
部
足
し
て
も
７
８
８
億
円

1
5
必
も
値
上
げ
し
て
い
ま
　
の
半
分
程
度
で
す
」
と
井
上

す
。
大
き
な
要
因
の
一
つ
　
議
員
。
し
か
も
、
カ
ジ
ノ
事

は
、
大
阪
市
が
国
保
会
計
へ
　
業
者
い
い
な
り
に
夢
洲
の
地

の
任
意
繰
り
入
れ
を
大
幅
に
　
盤
沈
下
対
策
費
な
ど
も
市
の

減
ら
し
た
こ
と
で
す
。
維
新
　
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
公
金

市
政
以
前
の
国
保
料
水
準
に
支
出
は
ど
こ
ま
で
膨
ら
む
か

戻
す
に
は
、
任
意
繰
り
入
れ
　
わ
か
り
ま
せ
ん
。
「
カ
ジ
ノ

を
約
１
０
５
億
円
追
加
す
れ
　
事
業
者
と
そ
の
関
連
事
業
者

は
実
現
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
の
『
身
を
肥
や
し
』
、
そ
の
Ｉ

　
－
1
8
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
　
方
で
市
民
の
『
身
を
切
る
』

寮
費
無
料
制
度
の
一
部
負
担
　
改
革
を
容
赦
な
く
進
め
て
い

金
５
０
０
円
を
撤
廃
し
完
全
　
る
の
が
維
新
政
治
」
「
『
カ
ジ

無
料
化
す
る
た
め
に
は
、
約
　
ノ
で
は
な
く
市
民
に
役
立
つ

2
0
億
円
を
追
加
す
れ
ば
実
現
　
施
策
を
』
『
国
は
大
阪
カ
ジ

で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ノ
計
画
を
認
可
す
る
な
』
の

　
ー
少
人
数
学
級
は
、
教
育
　
声
を
さ
ら
に
大
き
く
」
と
訴

現
場
の
切
実
な
願
い
で
す
。
　
え
ま
す
。
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